
中嶋
今日
お
招き
し
たカ
ダ
lル
さん
御
夫妥

をは
じめ 、
フ
ラン
ス
の
現代
中
国
専
門家
を
紹
介

す
る
機
会が 、
日
本では
こ
れ
まで
あ
ま
り
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た 。
本日
は
い
い
チャ
ン
ス
に
恵まれ
た

と
思い
ます 。

カ
ダ
lル

弘た
ち
も
中
崎さん
との
対諭を
祭

しみに
して

参り
ま
し
た ・

中
嶋
今日は
久
しぶ
りに
大い
に
議論
し
たい

の
で
すが 、
や
は
り

最初は
中
国のベ
ト

ナム
佼略

か
ら
と
り
上
げざ
る
を
符
ない
で
しょ
う 。

知

識

人

に

と

「

中

国

と

べ

つ

中
国のベ
ト

ナム
佼略は 、
日
本の
知
識
庖の一

部に
大き
なジ
レン
マ
をも
た
ら
し
ました 。
彼ら

は
文
化

大革命に
刺
激
され 、
次い
でア
メ
リカの

ベ
ト

ナム
円以略へ
の
反
対
運
動
を
展
開し 、
一
九
六

八
年のパ
リ

五
月
芙wに
よっ
て
も
奮起
させ
られ

た 。
その
結
朱が
文革の
挫折
そして
今回は
また

思い
もか
け
ない
中
国の
円以略に
なっ
た
わ
けで
す

か
ら 、
こ
う
し
た一
連の
事
態の
影
響は
か
な
り

深

刻で
す ．

カ
ダlル
フ
ラン
ス
の
知
識
人に
とっ
て
も
状

て
のト

ナ
ム

�＜；： j中；
；� ヵ 3向転
護 ダ 義 忠
孝 l � 旗ね
� ノレ 雪 雄ぉ

況は
まっ
た
く
同じで
す 。
そこで 、
中
閣の
位略

につ
い
て
は 、
言っ
て
お
きたい
こ
とがニつ
あ
り

ま
す ．
第一
は
この
決定が 、
今日の
現代
化政
鴨川

の
必
要性をどの
よ
うに
考
慮し
た
上で
下
され
た

もの
だろ
うか 、
とい
うこ
とで
す ＠
侵略の
決
断

は
郵小
平
自
身が 、
他の
指
導者
た
ちの
賛同を得

て
下
し
たの
で
しょ
うが 、
この
戦
争を
ufく
終結

させ
なければ 、
彼らが
日
本や
ア
メ
リカ 、

西
欧

諸
国の
協
力を
得て
進め
る
は
ず
だっ
た
経
済の
発

展
を
筈
うことは
間違い
あ
り
ませ
ん 。

第こ
に
は
説中
国
鈴 、
在
来興といっ
た
人たちが

この
決定にいっ
たい
どの
程
度
関
与し
たの
か 、

とい
うこ
とで
す 。
私の
考えでは 、
彼らの
背
後

に
は 、
昨年の
秋
以
降の
中
堅
内
部で
起っ
た
変
化

に
前
従腹
背で
従っ
た

中堅官僚た
ちがい
る 。
郡

小
平は
この一
派に
たい
して

勝利
を
得
る
た
め

に 、
しば
しば

政
治
上の
譲歩をせ
ざる
を
仰なか

っ
た 。
その
譲歩の一
つ
がプノンベ
ン
陥越で
失

っ
た
中
国の
民
族
的
威信の
回
復だっ
たの
で
しょ

、司ノ。
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寸
四
・
五
運
動」
の
意
味

程
この
戦
争は
中
国
内
部の
変
化の
経
済的
側

蛮
ゼ
ナで
なく 、
政血口約
実
主
主のグロ
セース
ー
品
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ほ抗選
動」
とい
う
地
下組
織に
参加 ・
こ
こ
でパ

ク
チ
ア
ル
氏
（
シ
ャ
1
体
制
緩
後
の
いU

相
と
な
っ

た〉
と
知り
合い 、
共に
民
族
運
動に
身を
投
ず
る ・

同
組
織は 、
ハ
ッ

サン・
ナ
ジ
氏
（
現
夜、
テ
ヘ
ラ

ン
宗
教
勢
カの
リ
l
ダ
｝）

の
率い
る
政
治
結
社と

結びつ
き 、
一
九六
O
年
七
月 、
モ
サデタ
系の
民

族
戦
線の
活
動
復
活に
こ
ぎつ
けるが 、
その
後一

年
足ら
ずでパ
ザ
ル
ガン
は
民

政戦線
を去る 。

一
九六一
年
五
月 、
ア
ヤ
ト
ラ・
タ
レ
ガ
ニ
師

〈
進
歩
的
な
ア
ヤ
ト
ラ
と
し
て
知
ら
れ
る
）、

ハ
ッ

サ

ン・
ナジ
氏 、
ヤ
ド
ラ・
サハ
ピ
地質
学
教授な
ど

と 、
寸イ

ラン
自
由
巡
動〈M
L
I

ど
を
組
織 。
「イ

ラン
自
由
巡
動」
は 、
イス
ラム
教が
現
代社
会の

要
望に
応
え
るこ
との
で
きる
政
治
的
宗
教で
あ
る

と
唱
えて、

後生 、

教授 、
阪
点 、
技
術者な
ど
を

合む
多くの
社
会
階
般の
支
持を
得て、
数年
後に

は
イ
ラン
で
日以も
強
力な
政
治
運
動に
発
脱
す
る

が 、
や
が
て
活
動
停止の
憂自に
会う 。

M
L
I

の
決止に
伴い 、
枝
川仰
を
中
心と
する旧

M
L
Iの

同志は 、
「ム
ジャ
ヒ
ディ
lン」

ハ
人民

闘
争
綴織〉
と
呼ば
れ
る
都
市や
農
村に
お
けるゲ

リ
ラ
活
動の
組
織をつ
くる 。

予

こ
う
し
た
反
体制
運
動の
た
めに 、
パ
ザル
ガン

キ
氏は
前
後
四回
投
獄されて
い
る 。
こ
の
問 、
氏

”－－ 

は 、
「イ
ラン
自
由・

人権擁泌協
会」
を
引ds

現
在に
至
る
まで 、
政
治
犯の
人
織機
必に
燐わ司

てい
る 。
こ
う
し
た
政
治
活
動の
か
た
わ
ら
世に
問

うた
著
作町 、
大小
論
文の
類は 、
百一編にの
ぼ
ると

い
う 。

宗教 、
政
治 、
科
学を
主
題
と
し
た
もの
が

ほ
と
ん
どで 、
主
裂な
者作に 、「
人
間
熱
力
学」「イ

ン
ド

解
放L
「マ

ル
クス
主義は
科
学
的
かL「
復

活
とイ
デ
オロ
ギ
ー」

な
どが
あ
る 。寸
復
活
と
イ

デ
オロ
ギ
ー」

は
特に
イス
ラム
政
府を
主
題に
と

り
上げて
お
り 、
イス
ラム
共和国抑制
恕の
思
想的

裏
付
け
を
与
え
てい
る
とい
う 。

こ
れ
までイ
ラン
国
民は 、
シャ
l

（凶
玉〉
の

迫
欲 、
シャ
l

体制の
打倒
を
悶
ざ
すとい
う
点で

一
致し 、
共通の
目
標に
向っ
て
反
体
制
各
派の
主

義
主
制酬の
速い
を
采り
総
え 、
一
心
同
体と
なっ
て

闘っ
て
き
た ・
その
回
線が
迷成
され
た
今 、
当
然

の
成
行き
と
して、

国
家
統治の
あ
り
方を
め
ぐっ

て
各
勢
力の
聞に
主
張の
隔た
りが

浮ぴ
上っ
て
き

た 。
対立は 、
宗
教努

力対非
公教左
泌勢
力とい

う
大き
な
対立に
加
えて、
左
拠努
力内に
ム
ジャ

ヒ
ディ
lン 、
フェ
ダ
イ
lン 、
ト9
1デ

党（マ

ル
ク
ス
主
義
を
探
紛
す
る
必
も
過
激
な

を

dH）

な

ど 、
二
十を
数
え
る
組
織が
あり 、

複雑
を極
める

が 、
い
ずれ
も
現
実を
無
視し
た
急
激
な改
革
を
明

え
る点で
共通して、
パ
ザル
ガン
政
織の
穏健で

民主的
なや
り

方とは
相入れ
ない 。

パ
ザル
ガン
政
権の
主な
支
持母
体は
依
然と
し

て、
イス
ラム
教勢力で
あ
る 。
し
か
しこの
イス

ラム
教
勢
力は
抗
俊ホ
メ
イニ
師の
指・対カで
結び

つ
き 、
ホ
メ
イユ

郁命委
μ会を総
成して、

特定

政
府を飛び
越え 、
政
治の
実権を
行
使するに
及

ん
でい
る 。

水命委
只会は
免刷 、
特
定
政
府に
は

から
ずに
軍
隊の
幹部を
逮捕 、
処
刑
した 。

同じ

く旧
体制に
関
係し
た
人
物の
処
刑は
相継い
でい

る 。
こ
れ
らの
処
刑は
ラジ
オ
で
削
く
まで
知ら
な

かっ
たと 、
パ
ザル
ガン
首
相は
迫
憾をぷ
明して

い
る 。
さ
らに 、

草人架宵H会の
支
配
下に
あ
るイ

ス
ラム

革命法
廷は 、
政
治
犯以
外の
処
刑に
も
乗

り
出し 、
盗み 、
3
行 、
議
淫
などの
道徳
邦に
対

して、
コ
lラン

の
教
えに
従っ
た公
開刑
を
復活

させてい
る 。

こ
うし
た
中で 、
三
月三
十日に
は

革命政
府の

赴
非を
問う
凶
民投
訴が
行な
われ
る
F
定
で
あ

る 。
ホ
メ
イエ
師の
イス
ラム
共
和悶は
同席
して

国

民の
支持を
得るこ
とが
で
きるで
あろ
うか 。
い

ずれに
して
も 、
イ
ラン
の
政
治に
却
伎が
肋利
を

収める
までには
まだ
長い
時
間が
か
か
り
そうで

あ
る・

（
中
東
経
済
研
究
所
・

研
究
副
主
幹
）
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ら
ない 。
ポル・
ポ
ト

体
制は
周知の
よ
うにコ
ミ

ュ
lン

悶
家 、
あるい
は
「

兵
営
問
家」
で
あっ
て、

寸四
人組」
との
関
係は
密
機で
し
た 。

私が
強調
し
たい
の
は 、
現
代
化
政
策
自
身が
内

在的に
国
維の
多い
もの
で
あ
るた
めに 、
その
点

か
ら
すれば
中
国は
安
定し
た
国
際
環境を
必
要と

してい
た
とい
う
こ
と
で
す ＠
中
国を
め
ぐる
凶
際

環窃か
らいっ
て、
中
闘がベ
ト

ナム
を
佼略すれ

ば 、
それ
はソ
連が
中
関
聞紙
あるい
は
ア
ジア
問

題に
よ
り
容
易に
介
入
する
こ
と
を
みすこ
とは
明

白
で
した ω

程
その
巡
り
だと
問。い
ま
す 。
郡小
平の
本
心

は
分ら
ない
け
れ
ども 、
毛
沢
東
時
代か
らの
中
国

ーの
カン
ボ
ジア
政
策を 、
彼は
変え
る
芯凶も
可能

性も
ない
よ
うに
私に
は
見え
ま
し
た
ね 。
ベ
ト

ナ

ム
が
カン
ボ
ジア
に
佼
攻し
た
と
き 、
野小
平に
と

っ
て
は
ボル・
ポ
ト
を切
るに
は
返
す
ぎたの
で
す 。

ボル・
ボ
ト

体
制の
急
激
な
崩
媛につ
い
ての
分
析

が 、
北
京に
は
欠けて
い
たよ
うに
忠
われ
る a
ベ

ト
ナ
ム
の
帝
国
主
義非難といっ
た
表蘭
的
なこ
と

で
は
なく 、
政治
的・
外交
的
政
策との
関
連
を
考

慮して、
それよ
り以
前の
時点か
ら
中
越
戦争
を

回
避する
方向に
調
鐙
すべ
き
だっ
た 。
残
念なが

ら
そう
なら
なかっ
たの
は 、
中国の
決
算だと
思

い
ま
す 。

カ
ダ
lル

中
凶は
カン
ボ
ジア
間短
で
面
子
を

失っ
たとい
う 。
それ
ならば
ボル・
ボ
ト
を支
持

した
時か
ら
それは
始
まっ
てい
た
ん
で
す ・
「四

・
五
運
動」
の
プ
レッ
シャ
ーが
もっ
と
強かっ
た

なら
ば 、
郡小
平は
毛の
カン
ボジア
政
策を公に

批
判する
こ
と
もで
き 、
ボル・
ポ
ト
との
関
係を

切
断
する
こ
とが
で
き
た
で
しょ
う 。
そ
う
す
れ

ば 、
ベ
ト

ナム
に
カン
ボ
ジア
佼攻の口
災
を
与え

る
こ
とは
少な
く
と
も
なかっ
た 。

あ
なた
もお
そら
く
問
意見だと
思い
ま
すが 、

野小
平に
は
ポル・
ボ
ト
とい
うカ
i
ド
を
姶て
て

シ
アヌ
lク・

カ
ー
ド

を
使おう
と
い
う
怠凶が
多

少な
りと
も
あ
り
ま
した 。
ベ
ト

ナ
ム
側
もシアヌ

l
タ・
カ
ー
ドに

は
問m
怠が
あっ
たの
で
すか
ら 、

この
歩み
寄りに
は
可
能
性が
あっ
たは
ずで
す 。

都
小
平
の
本
心

中
嶋
郵小
平一
派が
この
，

制裁’
に
反
対だ

っ
たの
ならば 、
今の
推測は
納
得
で
きるの
で
す

が 、
中
国の
対ベ
ト

ナ
ム
行動は
明ら
かに
野小
平

の
指
導で
決定さ
れ
た
もの
で
すね 。
ワ
シン
トン

で
も
東
京で
も 、
郎
自
身が
はっ
き
り
と
，

制
毅’

を
言
明して
い
ま
すし 、
中
国
家も
郡小
平に
よっ

にク
つロ

い lて ド
カ
ダ
Jレ

程Z
険：
湘5
夫
妻

カ
ダ
l
ル

夫
長
と
の
最
初
の
出
会
い
以
来、

も
う
か
れ
こ
れ
十
数
年
が
過
ぎ
た
。

こ
の
ユ
ー

モ
ア
あ
ふ
れ
る
風
変
り
な
オ
シ
ド
リ
中
国
研
究

家
と
は
、
あ
る
と
き
は
パ
リ
で
、
あ
る
と
き
は
寄

港
で、

ま
た
官民
京
で
と
夜
を
徹
し
て
1副
議
し
た

り、

怠
円品
の
一

致
を
引け
ぴ
合
っ

た
り
し
て
き
た

が、

今
回
は
二
度
目
の
米
自
で
、

久
し
ぶ
り
に

共
通
の
関
心
に
つ
い
て
必
り
合
う
こ
と
が
で
き

た
。
い
つ
し
か
五
十
路
に
迷
し
た
お
二
人
だ
が、

相
変
ら
ず
の
若
々
し
き
で
、

今
回
も
ま
た
私
の

ゼ
ミ
の
学
生
た
ち
の
人
気
者
に
な
っ

た。

文
化
大
革
命
以
来、

7
オ
イ
ス
ト
が
羽
振
り

を
き
か
せ
て
い
た
フ
ラ
γ
ス
の
知
的
社
会
に
あ

っ

て
、

お
二
人
は
き
わ
め
て
ユ
ニ

ー
ク
な
存
在

で
あ
っ

た
が、

林
彪
川持
変
か
ら
天
安
門
市伊
件、

「
四
人
組
」

追
放
ま
で
を
分
析
し
た

共

著
『
是

沢
東
の
ニ
つ
の
死
』
〈
一

九
七
六
年）
は、

フ
ラ

ン
ス
で
も
大
い
に
注
因
さ
れ
た。
ク
ロ
ー
ド・

カ
ダ
l
ル
氏
に
は、

ほ
か
に

『
新
し
い
官
僚
独

級
』、
『
中
間
を
冷
め
た
限
で
見
る
』

の
一省
内
が

あ
り、

寝
映
測
さ
ん
に
は
中
国、

キ
ュ

ー
バ
、

ソ
述
の
関
係
を
分
析
し
た
『
中
国
キ
ュ

ー
バ
の

蜜
月、

中
ソ
の
不
和
』

が
あ
る
。

お
二
人
は
現

在
と
も
に
フ
ラ
ン
ス

国
立
政
治
科
学
財
団
国
際

研
究
調
査
セ
ン
タ
ー
に
所
属
し
て
い
る
。

ハ
中嶋
繊
維〉

て
統
轄されてい
る 。
では
蕊が
なぜ
その
よ
う
な

決定
をし
たか 。
私は
中
国を
め
ぐる
国
際
環境が
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文
化
大
革
命
の
否
定
と
ベ
ト

ナ
ム
侵
略
に
よ
っ
て

，
中
国
へ
の
幻
想’

は
い
ま
や
崩
楠惜
し
つ
つ

あ

る

知鎌人にとっての「中国とベトナム」

大き
な
影
響を
及ぼ
すこ
とに
なる
と
思い
ま
す 。

毛
沢
東
派に
よっ
て
失
脚さ
せ
ら
れた
人々
の
名
誉

回
復の
動き 、
北
京の
壁
薪
聞に
比ら
れ
るよ
う
な 、

以
前に
比べ
れば
自由
な
ぷ
現を一
般の
人々
が
認

め
る
よ
うに
なっ
て
きた
ll

号つい
うプロ
セ
ス

で
す ．
も
ちろ
ん 、
今の
とこ
ろ
名脊回
復といっ

て
も
不
完
全
なものに
留
まっ
て
い
る 。
可四・

玉

運
動」〈
天
安
門
事
件〉
とい
う 、
当
時
必
大
の
制抑

圧に
は
乎
をつ
けてい
ない
か
らで
すが 、
それ
と

い
うの
もこ
れに
乎
をつ
け
ると 、
現在の
最高
指

導者た
ちが
巻きこ
まれ
るか
らで
しょ
う 。

（程；
悶7
際プ
研 ど
究m
別盃 Hよ ，:ii.政 H早1ポ ’Y�－＇

3 湘i

しか
し
なが
ら 、
この
よ
う
な
民
主
化の
プロ
セ

ス
は
中
国
人
を勇
気づ
け
る
もの
で
し
た 。
中
越
戦

争は
こ
の
民
主
化
を
また
苦
うこ
とに
なる
と
思い

ます ．カ
ダ1ル
彼
女が
挙げ
た
民
主
花の
過程に 、

私た
ちは
深い
関
心
を
持っ
てい
ま
す 。
ソ
巡で
こ

れに
対
応
する
過程が 、
ス
タ
ー
リン
の
死
以
後の

変
化で
すが 、
私の
考えで
は
それは
中
途半
端に

終っ
て
し
まっ
た
llあ

るい
は
遅々
と
して

巡ま

ず
とい
うべ
きで
しょ
うか 。
目以
近の
中
闘に
芳生

えた
民
主
化の
動
きは
ソ
速の
それ
よ
り
も
う
まく

行くの
では
ない
か 、
とい
うの
が 、
中
越戦
争
前

までの
私の
推
測で
した ＠

毛沢
東の
死以
後の
中
国の
民
主
化
過程で
もっ

と
も
重
要なの
は
「四・

五
巡動」
だ
と
思
い
ま

す 。
mw小
平の
第二
の

J本命’
は
この
プ
レy
ン

ャ
lの

下では
じ
めて
な
し

得た 。
この
巡動が
な

かっ
た
な
ら
郡小
平は
革
関鈴 、
証東
側刊の
カ
を
排

除
するこ
とは
で
き
なかっ
た
だろ
う
し 、

彼ら
を

支
持する
中

堅官僚の
カを抑え
るこ
と
もで
き
な

かっ
たで
しょ
う 。

一
九六
八
年の
チェ
コ
スロ
バ
キア
や一
九
五
六

年のハ
ン
ガ
リ
ーで

起っ
た
同
様の
民
主
化プロ
セ

ス
は 、
ソ
速の
軍
事的
圧力に
よっ
て
抽出さ
れて
し

まっ
た 。
この
点か
ら
すれば 、
この
中
越
戦争もソ

速に
よっ
て
挑
発さ
れた「中
国
民
主
化
潰し」と
言

え
るか
も
し
れ
ない ＠
しか
し 、

侵略の
決
断が
野

小
平に
よっ
て
な
さ
れ
たの
は
まあ 、
花
災で
すか

ら 、
そこ
で
治
初の
問
題
l！なぜ

野小
平は
この

よ
う
な決定
をしたの
か
｜｜に

戻っ
て
し
ま
う ・

中値明
た
しかに
中
国のベ
ト

ナム
佼略に
つ
い

ては 、
よ
り洋
細に
検川
する
必
繋が
あ
る
と
思い

ます ．
そも
そも
野以
後の
中
国が
なぜ
ポル・
ボ

ト
体
制を支
持し
たのか 。

原町小
平
自
身の
現
論か

ら
すれば
ボル・
ボ
ト

支
持の
姿
勢は
矛盾に
他
な
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大台、
く
影
響して
い
る
と
思い
ま
す 。

過去
数カ
月の
問 、
中
協はア
ジア
地
域ま
たは

広
く
第
三
世
界と
呼ば
れ
てい
る
地
域で 、
い
くつ

かの
R
大な
失
敗を
犯
し
ま
し
た 。
た
しかに
ワシ

ン
トン 、

東
京との
接
近に
よっ
て
威信
を
高め
た

と
とは
事
実で
すが 、
しか
し 、
中
国
外交
政
策の

主
要
な
局面は
第
三
世
界 、
と
くに
イン
ドシ

ナ
半

島さ
らに
A
S
E
A
N
諸
国に
あるの
で
す 。
そ
こ

に
中
園の
深
刻なジレ
ンマ
が
生じ 、
その
こ
とが

ワ
シン
トン

や
東
京
を
用
心
深
く
も
さ
せ
た 。
この

点で
野小
平は
絶望
的
な
状
況の
中で
明らかに
苛

立っ
て
い
ま
し
た 。

カ
ダlル
その
点に
関して
は 、
自
本や
西
欧

諸
国が
この
問
題につ
い
て
とっ
た
態
度も
考
慮に

入
れ
な
けれ
ば
なら
ない
と
思い
ま
す ＠
野小
平が

ワ
シン
トン
と
東
京で，ベ
ト

ナム
制裁’の
怠凶
を

明らかに
し
た
と
き

｜｜山本
京の
反
応は 、
私は
臼

本にい
なかっ
たか
ら
分ら
ない
けれ
ど
も
llカ

1タ
lは 、

中
国の

制裁行動に
は
明らかに
不
質

成で
あ
るに
もか
か
わ
ら
ず 、
強い
言
禁で
それ
を

ぷ
明し
なかっ
た 。
それ
は
間違い
で
し
た 。
郡小
平

は
カ
lタ
ーが
この
よ
う
なはっ
き
り
し
ない
墜度

をとる
こ
と

を計算に
入
れ
てい
たの
で
しょ
う 。

部小
平に
行
一似
号も
亦信
号も 、
ど
ち
ら
も
出さ

ず 、
問
題
を
成
行きに
まか
せ
た 。
それに
よっ
て

生
ずる
結
燥
を 、
対ソ
迷
政
策に
利
用し
よ
うと
し

たの
で
す 。
ア
ジア
に
お
ける
対ソ
政
策とい
うよ

り
もイ
ラン
問題に
こ
れ
が
利
用で
きる 、
と
し
た

の
では
ない
か 。
ア
メ
リ力
はい
まや
国民こ
ぞっ

て
イ
ラン
とイ
ラン
の
石
油
を
失っ
て
し
ま
うの
で

は
ない
か 、
とい
う
強迫
観
念に
苛まれ
てい
ま
す

か
ら 。
ア
メ
リカ
は 、
も
とは
とい
えば 、
ア
メ
リ

カ
自
身がア
ジ
ア
に
作
り
出し
た 、

現棋の
閤
幾な

事態に
ど
う
係われ
ば
よい
の
か 、
方
策が
立
た
な

い
の
だ
と
思い
ま
す 。
中
閣はア
ジアへ
の
定
治を

求めてい
る 。
ア
メ
リカ
が
こ
れ
を
保証
す
る
こ
と

に
は
益が
ある
と
悶ゅ
うの
で
すが 。

程
ア
ジ
ア
の
国
際
環境は 、
確かに
中
国に
と

っ
て
大
き
な
意
味
を持っ
てい
ます 。
中
凶はア
ジ

ア
の
近
隣
諸
国に
向
けて 、
ベ
ト

ナム
の
挑戦に
反

恕する
姿
勢を
示す
必
要が
あ
り
ま
した 。
この
こ

とは
東南ア
ジア
とい
うコ
ン
テ
キス
ト

の
中では

大
き
な
忠味が
ある 。
A
S
E
A
N
諸
国はベ
ト

ナ

ム
が
鉱
阿波
主
義
を
拡げて
自
分た
ちの
安
全
を
静

か
すの
では
ない
か
と
恐れ
てい
る 。
よ
り
保
守的

な
自分た
ちの
体制が 、
ベ
ト

ナム
に
刺
激され
た

支w的
な
努
力に
よっ
て
ゆ
さぶ
られ
る
こ
と
を
心

配
してい
ま
ず
か
ら 。

しか
し 、
中国の
威信回
復の
手
段と
して 、
ベ

ト
ナムへ
の
干
渉を
正当
化するこ
とは
で
き
ませ

ん 。
中
国は
カン
ボジア
では
ない
んで
すか
ら 。

も
し
中
国がベ
ト

ナム
に
干
渉し
なかっ
た
ら 、
ベ

ト
ナム
は
苦
境に
陥っ
たこ
とで
しょ
う 、
その
時

点で
侵略的
なの
はベ
ト

ナム
だっ
た
の
で
す
か

ら 。
中
国は
放っ
て
おい
たほ
うが 、
よ
り
容易に

威信
を回
復で
き
たは
ずで
す 。

一
方 、
中
国の
この
た
びの
佼略
を
次の
よ
うに

考
察するこ
とが
で
きる 。
第一
に
こ
れはベ
ト

ナ

ム
の
寧
郁力の
テス
ト 、

ベ
ト

ナム
の
イン
ドシ

ナ

半
島に
おける
革
命勢
力と
しての
イ
メ
ージ

を
客

うテス
ト 、
またはソ
巡とベ
ト

ナム
の
巡裕をは

か
る
テス
ト

で
ある 。
第二
にソ
迷が
この
チャ
レ

ン
ジに
対して 、
どの
程
度対処
する
m
怠が
で
き

てい
るか
をは
か
るテス
ト：：： ＠

中嶋
ベ
ト

ナム
が
カン
ボジア
に
佼
攻し
た
と

き 、
中
国は
言
葉に
よ
るサ
ポ
ート

以
外に 、
実
質

的
行動は
なに
もとれ
ませんで
し
た 。
中
国はベ

ト
ナム
を
，

制
裁’
する
と
言
明し
た以
上 、
中
国

が
今回
も
忽
事行動
を
行うこ
とが
で
き
なかっ
た

ら 、
それは
それ
で
中閣の
威信は
決
定的に
．1rっ

たと問。い
ま
す
ね 。

威信の
問
題は
ひ
と
ま
ず
措くと
して 、

私が
出制
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摘
し
たい
の
は 、
こ
の
軍
事
行
動
が
昨
年
十二
月の

中
国
共
産
党
三
中
全
会の
抗
後に
起
き
た
とい
う
こ

と
な
ん
で
す 。
こ
の
時
期は
政
治
的に
緩め
て
重
要

な
時期
で 、
結
朱と
し
て
野
小
平
とい
わ
ゆ
る
彼活

幹部が
重
姿
な
地
位
を
占め 、
依中
国
鋒
グ
ル
ー

プ
の

影は
鴨神
く
なっ
て
き
た ＠
も
ち
ろ
ん
こ
の
時
期の
政

治
的
妥
協に
つ
い
て
私は 、
中
国の
政
治
的・
社
会

的
矛応
を
屯
〈

見
て
い
るの
で
す
が 。

カ
ダ
lル

中
国のベ
ト

ナ
ム
佼
略
行
動
は 、
中

国トッ
プ
指
綿
者
た
ちの
対ソ
強
迫
観念に
関
巡
す

る
と
思い
ま
す 。
こ
の
対ソ
感情が
文
革
後の
体
制

の
失
敗
を
招い
た 。
中
国
指
導
者た
ちは
無
意
鴨川の

う
ちに
国
内
政
策の
ス
ケ
l

プ・
ゴ
l
ト
を
必 ．裂
と

し 、
自
分
た
ちの
外敵
を
過
大に
Ha
m唱
す
る
方
向
に

進
ん
だ 。
か
つ
て
の
ソ
述に
もベ
ト

ナ
ム
に
も
同
じ

よ
う
な
現象が
具
ら
れ
る
よ
うに
思い
ま
す 。
こ
れ

が
行僚
凶
家に
お
け
る官
僚の 、
一
種の
行
動
原
理

で
す
ね 。

奇妙
な
こ
と
に
官
僚
凶
家
同
士
は 、
資
本

宅
設
国
家
同上
よ
り
も
お
互い
の
凶
係が
攻教的
な

の
で
す 。

中
嶋
その
巡
り
で
す
ね 。
今の
カ
ダ
lル
さ
ん

の
指
摘に
つ
け
加
え
ま
す
と 、
中
国に
は
その
意図

と
イン
ド
シ
ナ
半島の
現
実の
状
況
との
削に
屯
大

な
的
報
ギャ
ッ

プ
が
あ
り
ま
す 。
情
報
収集が
欠
け

て
い
る 。
こ
れ
は
官
僚体
制が
持つ
も
う一
つ
の
大

き
なジ
レ
ン
マ
で
しょ
う 。

中
国がベ
ト

ナ
ム
に
固
執
し
て
担
沼に
陥るの
は

緩め
て
お険で
す 。
ソ
巡が
こ
れ
に
捲
き
込
ま
れ
る

か
ら
で
す
が 、
ベ
ト

ナ
ム
問
題
に
ソ
ビ
エ
ト

が
介入

す
る
可
能性に
つ
い
て
は
ど
うお
考え
で
す
か 。

カ
ダ
lル
ソ
速が
こ
ん
な
紫
附
しい

介入
の
チ

ャ
ン
ス
を
利
用
し
ない
は
ず
が
ない〈笑） 。
彼ら
に

とっ
て
イン
ド
シ
ナ
半
島に
関
す
る
米・
中・
B
は
ド

ミ
ノ
の
駒の
よ
う
な
もの
で
す 。
ソ
巡のベ
ト

ナ
ム

へ
の
関
心の
背後に
は 、
海
底
油
回
を
持つ
函
沙
時叶

島の
存
在が
ゐ
る 。
野
小
平
もソ
辿が
この
－々H同
を

支
配
下
に
収め
る
可
能
性
をカ
lタ
！

に
説い
て
注

意
を
促
し
た
よ
うで
す
ね 。

兵
営
国
家

中
崎
昨
年
十一
月に
結
ば
れ
たソ
越
友
好
協力

条
約は 、
昨
年
夏の
日
中
平和
友
好
条
約の 、
最
初

の
市
裂
な
リパ
ーカッ
ショ
ン
〈
は
ね
か
え
り）
の

一
つ
だ
と
思い
ま
す 。
ベ
ト

ナ
ム
側か
ら
見れ
ば
こ

の
条
約に
よっ
て 、
カ
ン
ボジ
ア
似
入に
際し
て
ソ

速の
寧
市カ
を
背
対に
す
る
こ
と
が
で
き
た 。
こ
れ

が
中
国
側に
とっ
て
は
大
き
な
脅成
で
あ
る
わ
け
で

す 。
日
中
平
和
友
好
条
約
を
結
ぶ
に
あ
たっ
て 、
中

国は
今
年
四
月
で
期
限の
く
る
中ソ
友好
同
盟
条
耐

を
破
楽す
る
こ
と
を
明ら
か
に
し
た 。
中
間が
来
た

し
て
日
本
との
約
米
ど
お
り
中ソ
友
好
同
鎚
条
約
を

蹴出
来す
る
か
ど
うか 、

情勢が
緊
鋭
し
て
き
た
だ
け

に
大い
に
注目
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が 、
ソ
巡

に
とっ
て
こ
の
条
約
散
楽は
中
国
側の
舷後
泌
般
を

意味す
る
わ
け
で
すか
ら 、
その
後は 、
ソ
述の
中

国へ
の
以
作的

攻惣は
容易に
行
わ
れ
る
こ
とに
な

る 。
ま
さに
現
在 、
ア
ジ
ア
情
勢は
重
大
な
局面
を

迎え
て
い
るの
で
す 。

程
事
態は
確
か
に
深
刻
で
す
が 、
ソ
速が
た
だ

ちに
中
国
を
軍
事的に
攻
撃
す
る
と
は
思
え
ま
せ

ん 。第一
に
中
国が
ア
メ
リカ
と
悶
交
を
正aw
化
し 、

日
本
と
は
条
約
を
結
ん
だ
結
娘 、
ソ
巡は
日
米とい

う二
つ
のパ
シ
フ
ィ
ッ

ク・
パ
ワ
ー

に
は
－附
す
る
こ

と
に
なっ
た ＠
日
米が
自
分に
シ
ンパ
シ
ー

を
抱く

と
は 、
ソ
巡は
考え
て
もい
ない
で
しょ
う 。
第二

に
も
しソ

速が
中
国
を
攻惣
す
れ
ば 、
ベ
ト

ナ
ム
ハM

攻が
中
国
を
追い
やっ
た 、
ま
さ
に
同
じ

m
地に
自

ら
を追い
込
むこ
と
に
な
る 。
そ
れ
は
同
時に
ソ
述

園
内の
少
数
民
族の
独
立
姿
求
を
高め
る
こ
とに
な

る ・
その
よ
う
な
リス
ク
をソ
迎が
お
か
す
こ
と
は

ない
と
思
う ・

l44 



知設人にとっての「中国とベトナム」

1
3
l
A

W明
治
’h
ン
過
を

－q
hu
IJ．

b
寸
れ

その
よ
う
な
誤
算は
し
ない
で
しょ
う ・
歴
史的に

見て 、
戦
争が
最
善の
解
決
策で
あっ
た
よ
う
な複

雑
な
状
況が
確かに
存
在し
ま
し
た 。
現
在の
複
維

な
状
況
を
戦
争に
持ちこ
ませ
ない第一
の
希
望

は 、
米ソの
軍
事バ
ラン
ス
が
維持
され
るこ
とで

あ
り 、
第二
の
希望は
核
時
打九
生きてい
るとい

う
認
殺が
米ソに
強
く
あ
る 、
とい
うこ
と
で
す 。

中
国に
は
この
認
識が
乏しい
よ
うに
見
え
ま
す

が 、
ロ
で
言っ
てい
るよ
り
実際は
分っ
て
くれ
て

い
ること
を
願い
ます
ね 。
こ
ういっ
た
希
望
を
抱

きつ
つ 、
私は
野小
平が 、
シ
アヌ
lク
とい
う
人

物を
個人と
して
よ
りも

象徴と
して

評価し 、
彼

をカ
l
ド
と
し
てベ
ト

ナ
ム

指導者との
妥協の
道

を
探し
てほ
しい
と
思
う 。
楽
観
的
な
見
方だとは

思い
ますが・：・： 。

司
梅

幸トi2

432
H・
4謁
hh
t
と
も
と
キ
豹
費一
刻
印凶

家で
あると
自
他と
もに
主
張
してい
たは
ず
なの

に 、
い
わば
ドミノ

現象が
こ
ういっ
た
国々
に
ま

で
広
まっ
て
きてい
る ＠

現段
階では 、
い
わ
ゆる

社
会
主
義
国家に
お
ける
寧事
力へ
の

物神祭拝の

傾
向は
資
本
主義
国の
それよ
りも
強い 。

と
こ
ろでフ
ラン
ス
は
イン
ドシ
ナ
単品 、
と
く

にベ
ト

ナム
とは
歴
史
的に
深い
係わ
りを
持っ
て

い
ま
すが 、
フ
ラン
ス
の
学者と
して 、
ベ
ト

ナム

の
現
実 、
イン
ドシ

ナ
半
島の
現
実 、
そ
して
中
越

戦争とい
う
事態
を
ど
う
思
われ
ますか 。

カ
ダ
lル

フ
ラン
ス
の
学
者を
代ぷ
する
わ
け

に
は
い
き
ませ
んが 、
私が
属してい
るグル
ープ

の
考
え
方をお
話し
し
ま
しょ
う 。
私た
ちの
グル

ープ
は
長ら
くフ
ラン
ス
内の
少
数
露で
し
たが 、

今では
や
や
大き
く
なっ
てい
ま
す 。

私た
ちは 、
中
越戦
争
を 、
あなたが
最近の
著

書で
お
♂きに
なっ
てい
る
中ソ
対立の
危機の
体

系の
最たる
もの
で
ある 、
と
考
えてい
る 。
資本

主義
世界に
も
共
産
主義
世界に
も
全般的
な
危機

とい
うもの
は
存在す
る 。
社
会主義
世
界に
お
け

る
それは
官
僚制
度だと
思い
ます 。
ソ
述 、
中
国 、

ベ
ト

ナ
よべといっ
た
国々
は
社
会
主義
国とい
うよ

り
官
僚閤家で
あ
り 、
私た
ちに
とっ
て
官
僚とは

階
級で
す 。
論理
的
な
帰
結と
して 、

官
僚諸
国が

互い
の
聞に
平
和を
保つ
こ
とは
で
き
ない 。
なぜ

なら 、
彼らは
悶内
政
策の
基
礎的
発
展の
必
要に

充
分に
対処で
き
ない
か
らで
す 。

も
う
何
年も
前の
こ
とに
な
り
ますが 、
社会主

義
国家とは
官
僚
国家で
あ
り 、
それ
らは
進歩で

あるよ
り
後退
的で
あること
を
発
見
し
た
こ
と

は 、
私
自・対に
とっ
て
も
危機で
し
た（笑〉 。
それ
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ま
で
は
多
くの
フ
ラン
ス
の
イン
テ
リ
と
川
線 、
ソ

ビ
エ
ト
こ
そおの
社
会
主
義の
体
現
だ
と
信
じ
て
い

ま
し
た
か
ら 。
その
ショ
ッ

ク
の
回
復に
は
長い
時

聞が
か
か
り
ま
し
た ・
か
つ
て
私
た
ち
が
チェ
コ
ス

ロ
バ
キア
やハ
ン
ガ
リ
ーに

望
ん
で
来た
さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
を
中
国に
も
望
み
たい ・
単
な
る
官僚
国

家の
段
階
か
ら
社
会
主
義的
民
主
悶
家へ
と
移
行
し

て
ほ
しい 。

中崎喝
行
僚
間
家と
い
う
言
葉
を
使っ
て
い
らっ

し
ゃ
い
ま
すが 、
少
な
く
と
も
現
在の
社
会
主
義
悶

家は 、
東
欧の一

部諸
国
を
除い
て 、
い
わ
ゆ
る

「
兵
営
国
家」
に
なっ
て
い
ま
す
ね ＠

カ
ダ
｜

ル
ど
うい
う
窓味で
す
か ・

中
筒

沼－m的
独
裁へ
の
傾
向
を
よ
り
強
く
持っ

て
い
る ．

カ
ダ
l

ル
毛
沢
東
死
後の
中
国に
芽生
え
たの

は 、
い
わ
ゆ
る「
兵
営
国
家」で
な
く
な
ろ
うと
す
る

傾
向で
しょ
う ・
こ
れ
が
続
く
と
よい
の
で
す
が ＠

打
ち
こ
わ
さ
れ
た
幻
想

中
嶋
と
こ
ろ
で
藤
村信
さ
ん
と
い
う
人が 、
最

近の
中
国に
か
ん
す
るフ
ラン
ス
人の
見
解
を
紹
介

す
る
お
文
を
『

快界』
の
昨
年の
ト
月号に
舟い
て

現
在の
フ
ラン
ス
に
お
け
る
努れ
た，ノン・マ
オ
イ

ス
ト’
グ
ル
ー

プ
の
研
究
者
と
し
て
紹
介
し
て
い
ま

す ・
フ
ラン
ス
の
若
者
や
左
翼は
ソ
速の

官僚体
制

へ
の
失
望
か
ら
毛
思
想の
「

造
反
有
理」
に
大い
に

鼓
舞
さ
れ
た
よ
うで
す
が 、
まっ
た
く
同
じ

状
況
が

日
本に
も
あ
り
ま
し
た 。
カ
ダ
lル
さ
ん
は 、
中
閣

のベ
ト

ナ
ム
佼
略
が 、
フ
ラン
ス
に
お
け
る
この
越

の
中
国へ
の
幻
怨
を
最
終的に
打
ち
こ
わ
す
こ
と
に

な
る
と
思い
ま
すか ・

カ
ダ
lル

そ
う
な
る
だ
ろ
う 、
と
思い
ま
す 。

フ
ラン
ス
とベ
ト

ナ
ム
の
関
係は
特
殊
な
もの
で
す

か
ら 、
フ
ラン
ス
人はベ
ト

ナ
ム
に
対
し
て
体
制
を

健れ
て
シンパ
シ
ー
を
持っ
て
い
る ・
で
す
か
らフ

ラン
ス
がベ
ト

ナ
ム
で
戦っ
た
イン
ド
シ
ナ
戦争の

時
代 、
大
多
数の
国
民は
こ
の
戦
争
を
心
情
的に
許

容
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た 。
その
後ア
メ
リ
カ
が
介

入
し
たベ
ト

ナ
ム
戦
争で
は 、
ベ
ト

ナ
ム
に
対
す
る

同
情が
最
後
ま
で
存
在し
ま
し
た 。
この
点
で
今
回

の
中
越
戦争で
フ
ラン
ス
人が一
般に
感
じ
た
中
国

へ
の
失
望は 、
イ
デ
オロ
ギ
ーに

基づ
く
もの
と
い

う
よ
り
もベ
ト

ナ
ム
に
抱
きつ
づ
け
て
き
た
国
民
的

親
近
悠に
よ
る 、
セ
ン
チ
メ
ン
タル
な
もの
だっ
た

と
思い
ま
す
ね ・
そ
ういっ
た
意味で
中
間のベ
ト

’bf
f・－
；
、．
、．．
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制へ
の
官庁戒は
別
と
し
てロ
シア
と
い
う
凶
家へ
の

シンパ
シ
ー

を
持つ
と
い
う
傾向
もフ
ラン
ス
に
は

あ
るの
で
す 。

中
国に
抱い
た
幻
忽に
つ
い
てい
え
ば 、
も
う二

年ほ
ど
前 、
「

四
人
組」
の
没
落以
来
こ
わ
れつ
放

し
で
す 。
文
化
大
革命へ
の
幻
想は
最
後の
故
後 、

毛
沢
東の
死
まで
続
き 、
私
た
ちが
単
な
る
事
件で

は
なく
京
市宮
な
意味を
持つ
と
考え
た
「

凶・
五
巡

動L
を
他
な
ら
ぬ
中
問自
身が
抑圧
し 、

告
発
し
た

と
きに
まっ
た
5
Mれ
ま
し
た ・

中
嶋
中
国のベ
ト

ナ
ム
佼略は
彼
らの
幻
想へ

の
最
後
的
な 、
決
定
的
なア
タッ
ク
で
すか 。

カ
ダ
lル

そ
う
思い
ま
す ．

程
私た
ちが
三
年
前に
『

毛
沢
東
の
ニ
つ
の

死』
を
出
版
し
て
「

四・
五
運
動」
こ
そ
新
しい

中

岡
本命の
始
ま
りで
あっ
たの
に 、
中
国の
指
導者

が
こ
れ
を
反
革
命と
し
て
制抑圧
し
た
｜！と

述べ
た

と
きは 、
こ
れに
対
し
てフ
ラン
ス
で
猛
烈
な
抵抗

が
あ
り
ま
し
た ・
毛の
彩穆を
受
け
た
イン
テ
リに

とっ
て
は
受
入れ
縫い
見
解
だっ
た
よ
うで
す ・

変
化は
突
然で
は
な
く 、

徐々
に
やっ
て
き
ま
し

た ・
－去
年の
秋に
なっ
て 、
毛
沢
東の
疏ム叩を
散
も

熱
烈に
支
持し 、

械獲
し
て
い
たフ
ラン
ス
の
新
聞

『レ
ポ
ル
シ
オン』
が、
は
じ
め
て
化
京で
，

向か’
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まっ
て
い
る
と
報
道
し
ま
し
た 。

カ
ダ
lル
この
新
聞は
外
国に
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
が 、
五
月
革
命の
継
承
者
と
し
て
重

要
な
新
聞
で
す 。
五
月
革
命に
関係
し
た
人々
は 、

その
後
ずっ
と
毛
沢
双の
政
策に
シ
ンパ
シ
ー
を
寄

せ
て
き
ま
し
た
が 、
今や 、
やっ
と
その
反
対に
な

りつ
つ
あ
る 。

四位
こ
の
新
山聞が
発
刊
さ
れ
る
と
き
は 、
サ
ル
ト

ル
が
後
援
し
ま
し
た 。

中
値晴
サ
ル
ト

ル
と
ボ
l
ヴ方
ワ
lル

は
戦
後の

岡
本の
イ
ン
テ
リ
に
大
き
な
彬容
を
与
え
て
き
ま
し

た
が
最
近
で
は
その
影
努
力は
まっ
た
く
薄
ら
い
で

き
て
い
ま
す 。
サ
ル
ト

ル
の
中
国へ
の
シ
ンパ
シ
ー

は

天安門事件
で
鮫
後
的に
転
換し
た
の
で
す
か ・

カ
ダ
lル

そ
れ
に
つ
い
て
は
長い
長い
解
税が

婆
り
ま
す 。
私
た
ち
が
，

極め
て
頑
固
な’
毛
沢
東

の
ぷ
後の

機泌私自
と
呼
ん
でい
る
純マ
オ
イ
ス
ト

の

人々
、

『ソ
述に
お
け
る
階
級
闘
争』と
い
う
本
を
川

い
た
経
済
営者の
シ
ャ
ル
ル・
ベ
ト
レイム
や
お
そ

ら
く
日
本
で
も
名
を
知
ら
れ
て
い
る
中
国
現
代
史の

ジ
ャ
ン・
シ
ェ
ノ
l 、
『ル・
モ
ン
ド』

北

京特派ぬ

の
ア
ラン・
ジ
ャ
コ
lル

な
どは 、

文背中の
失
敗を

心
か
ら
遺
憾に
思っ
て
い
る 。
ジ
ャ
ン・
シェ
ノ
l

知識人にと。ての「中悶とベトナムJ

4
－
t

t’
』

fa
，z
an

’t－兎．
43
9eF
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戸川H
45
ξ

体
制
だ
と
冷い
て
い
ま
す ．
『ル・
モ
ン
ド』

の
北
京

特派員は 、
フ
ラン
ス
の
中
国
問
題
に
重
要
な
影
響

を
与
え
る
地
位に
あ
り
ま
す
が 、
彼の
記
事は
惑
く

ない 。
配偶め
て
正
抗に
事実
を
報
道
し
て
く
れ
る 。

彼は
続出に
中
国の
本
命は
も
う
終
り
だ 、
失
敗
だ

っ
た 、
そ
れ
が
残
念
だ
と
い
う 。
私
た
ち
は
こ
うい

う
人々
に
好
感
を
持
ち
ま
す 。

中
嶋
日
本に
も 、
「中

国は
ダ
メ
に
なっ
た」 、

寸中
国は
堕
浴し
て
い
る」
と
い
う
こ
と
をい
う
元マ

オイ
ス
ト

が
い
ま
す 。
私
も
彼ら
に
は
む
し
ろ
好
感

を
も
ち
ま
す
がハ
笑可
サ
ル
ト

ル
は 、
そ
ういっ
たフ

ラン
ス
の
純マ
オイ
ス
ト
と
は
ち
が
うの
で
す
か 。

カ
ダ
l

ル
サ
ル
ト

ル
は
別
で
す 。
現
在の
彼の

態
度
を
ふ
Mげ
す
る
%
は
起
ら
な
い 。
サ
ル
ト

ル
は
も

う
年
もとっ
た
し 、
身
体の
具合
も
良
く
ない ・
し

か
し 、

彼の
過去の
言
動
は
確
か
に
興
味
あ
る
テ
1

7
で
す
ね 。
彼が一
九
六
八
年の
五

月本命以
前に

マ
オイ
ズ
ム
の
成功
を
子
－J
し
て
い
た
こ
と
は
市災

で
す ・
フ
ラン
ス
に
お
け
るマ
オ
イ
ズ
ム
の
成
功へ

の
確信と
五
月
吏叩は
ほ
援に
結
びつ
い
て
い
た ＠

五

月本命当
時と
林
彪の
没
務
後
との
聞
での
サ
ル

ト
ル
の
態
度の
変
化は
興
味
深い ．
つ
ま
り
彼は
他

の
人
よ
り
早い 、
と
い
うか
よ
り
感
覚が
鋭い
と
い

うの
で
しょ
うか ．
五
月
芝叩の
挫
折の
後 、
彼は

五

月革命I
で
失
墜し
た
縦
城
を
と
り
戻
す
た
め
に 、

マ
オイ
ス
ト・

グ
ル
ー

プ
に
入
り 、
彼らの
旗
を
探

る
よ
うに
なっ
た ・
そ
し
て
この
こ
と
に
は
成
功
し

ま
し
た 。
し
か
し 、

一
九
七
五
年以
降 、
彼は
た
だ

の
老
人
で
す 。
「

四
人
組」
没
滋の
抗
的
に
は 、
毛

の
中
国は
自
分が
前か
ら
考
え
て
い
た
中
国では
な

い 、
とい
う
見
解
を
述べ
て
い
ま
す 。
い
ず
れ
に
し

て
もサ
ル
ト

ル
の
軌
跡
は
こ
こ
で
充
分に
語
り

尽
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
ね ．

中
嶋
日
本
で
良
く

知
ら
れ
て
い
るフ
ラン
ス
と

イ
タ
リア
の
映
副
監
朽ジ
ャ
ン・
リュ
ッ

ク・
ゴ
ダ

Iル
と
ミ
ケ
ラン
ジa
ロ
・
ア
ン
トエ

オ
！ュ

が 、

そ
れ
ぞ
れ
中
国に
関
す
る
映
画
を
撮
りま
し
た
ね 。

g
本で
も
汗
判に
な
り
ま
し
た
が 。

程
ゴ
ダ
lル

の『
中
間
人』
は 、
パ
リの

鐙か
な

階
層 、
そこ
で
主叩に
美
しい

夢
を
抱
く
若
者
た
ち

の
持つ
イ
メ
ージ 、

血
で
さ
え
炎
しい
とい
う
文
化

大
和命の
イ
メ
ージ

を
揃い
て
い
る
と
思い
ま
す ・

つ
ま
り 、
現
実に
起っ
て
い
る
こ
と
と
は
関
係
ない 、

一
種のユ
ー
ト
ピ
ア
を
描い
て
い
る 。
プル
ジg
ア

に
反
逆し
て
五

月統命に
参
加
し
た
H品・た
ち 、
中

国に
起っ
た
こ
と
に
熱
立
を
持
ち
なが
ら 、
真
実
を

知
ら
さ
れ
な
かっ
た
管
年た
ちの
社
会
的
感
情を
こ
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の
作
品に
投
影
し
た 。
ゴ
ダ
！ル

は
ダン
ディ
ー

で

す
が 、
中
国
人
で
あ
る
私か
ら
い
わ
せ
れ
ば
白
昼
夢

で
す
ね ＠
し
か
し 、
ゴ
ダ
lル

の
作
品
もフ
ラン
ス

の
マ
オ
イ
ス
ト

の
あい
だ
で
は
ボ
イコ
ッ
ト
さ
れ
ま

し
た 。ア
ン
トユ

オ
lュ

の
作
品は
よ
り
現
実
的
で 、

芸
術
的
観
点か
ら
も
満
足の
ゆ
く
もの
で
し
た 。

中
崎明
日
本
人の
な
か
の
富
裕
な
階
層の
イン
テ

リ
や
汗
年
た
ち
も 、
し
ば
し
ば
斐叩と
い
う幻
想に

心
を
魅か
れ
ま
す 。

程
け
れ
ど
も 、
彼
ら
の
手は
い
つ
も ．汚
れ
ま
せ

ん 。カ
ダ
lル

か
つ
て
プ
lム

に
来っ
てフ
ラン
ス

の
マ
ス・
メ
デ
ィ

ア
を
支
配
し
て
い
たマ
オ
イ
ス
ト

た
ちの
反
応は
現
在い
くつ
か
の
グ
ル
ー

プ
に
分
類

さ
れ
る
と
思い
ま
す 。
ま
ず
第一
に 、
中
国の
私
近の

民
主
化プロ
セ
ス
を
認め
ない 、
つ
ま
り寸
四
人
組」

追
放
を
否
定
す
る
人
た
ち 。
二
番
目
は
自
己
批
判
を

行っ
たタ
イ
プ 。
ジャ
ン・
プロ
ワ
イユ
が
た
だ一
人

こ
れ
に
当
る 。
彼の
本は「四
人
組」
執
巡の
前に
占

か
れ 、
た
ま
た
ま
この
事
件の
後に
出
版
さ
れ
たの

で
す 。第

三
の
反
応は
『
テル・
ケ
ル』
誌の
編
集
者
だ

っ
たフ
ィ
リフ
プ・
ソ
レ
ル
ス
ら 。
その
中
でア
ン

が 、
彼
ら
はマ
オ
イ
ス
ト

だっ
たに
も
か
か
わ
ら

ず
自
己
批
判は
し
ない ・
一
挙に
全
体
主
義に
反
対

す
る
と
い
う
新し
い
潮
涜に
身
を
投
じ
たの
で
す ．

彼ら
は
新
哲
学派と
称
さ
れ
て
い
る 。
四
番
目
が
中

国の
こ
と
は
耳に
す
る
だに
お
ぞ
ま
し
い 、
何一
つ

聞
き
た
く
も
ない 、
とい
う
反
応
で 、
こ
れ
は
特に

か
つ
て
毛
沢
東に
関
す
る
本
を
沢
山
出
し
て 、
お
お

い
に
儲け
た
出
版
関係
者に
見
ら
れ
る
（
笑〉 。

過去二
十
年
間 、
フ
ラ
ン
ス
で
彫
響力
を
持つ
イ

ン
テ
リ
は
左
拠
だっ
た
と
思い
ま
す 。
し
か
し 、
中

国
で
は
実
際に
社
会
主
議
革命
が
行
わ
れ
た
が 、
フ

ラ
ン
ス
は
共
産
党は
お
ろ
か 、
社
会
主
義
政
党で
す

ら 、
政
絡
を
と
る
こ
と
を
好
ま
なかっ
た 。

過去
十

年
間 、

多額多様
な
人々
が
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
るマ

オ
イ
ズ
ム
の
風
mに
貢
献し
ま
し
た ＠
彼らの
占4
ピ

ユ
オン
は
『ル・
モ
ン
ド』 、
『ヌ
lベ

ル・
オ
プセ

ルパ
ト？
1

ル』 、
『
レ・
タ
ン・
モ
デ
ル
ヌ』
な
ど

の
マ
ス・
メ
デ
ィ

ア
を
席
捲し
ま
し
た 。
林
彪の
没

落
ま
での
こ
と
で
す
け
れ
ど
も：：： 。

程
い
ろい
ろ
なマ
オ
イ
ズ
ム・
グル
ー

プ
が
あ

っ
たの
で
す 。
な
ぜ 、
どの
よ
うに
し
て
こ
れ
ら
が

あっ
た
か 。
歴
史
的に
も 、

倒別
的に
も
分
類
し
て

検
討
し
て
み
る
必
要が
あ
る
と
思い
ま
す
ね 。

3
1

・、

．
、，
：

d
：
’J
「
2．
L
hp

し 、
日
本で
も
状況
は
大
き
く
変
り
ま
し
た 。

とこ
ろ
で 、
フ
ラン
ス
の
保
守
派の
中
国
観に
つ

い
て
お
うか
が
い
し
たい
の
で
す
が 、
日
本で
も
翻

訳
さ
れ
た
ド・
ゴ
lル

派の
政
治
家ア
ラン・
ベ
ー

ル
フ
ィッ
ト

の
訪
中
記
『

中
国が
目
覚め
る
と
き
世

界は
震
揺
す
る』
は 、
フ
ラン
ス
で
もベ
ス
ト・

セ

ラ
ー

だっ
た
そ
うで
す
ね 。

カ
ダ
lル

ベ
lル
フ
ィ
ッ
ト

の
本は 、
怒
くは

ない
が 、
彼は
なに
し
ろ
野心
的
な
政
治
家でテ
レ

ビ
界に
も
お
附幽
し
て
中
国プ
lム

をつ
く
り
まし
た

か
ら
ね 。

中
組問
も
う一
人 、
亡
く
なっ
た
ア
ン
ドレ・

マ

ルロ
lに

つ
い
て
伺
わ
せ
て
下
さい 。
マ
ルロ
ーは

中
国に
つ
い
て
多
くの

作
品
を
世
き 、

晩年
政治
家

と
し
て
ド・
ゴ
lル

に
も
協
カし
ま
し
た
が 、
ド・

ゴ
lル

の
中
国
政
策に
貢
献し
た
と
思い
ま
すか 。

カ
ダ
｜ル

そ
うは
思い
ま
せ
ん 。
脱脂
容
を
与え

な
かっ
た
と
は
言え
ま
せ
ん
が 、
ド・
ゴ
lル

は
彼
自

身の
桃
惣
を
持っ
て
い
た 。
中
国の
承
認は 、
米ソ

ニ
大
国
を
向
うに
ま
わ
し
て 、
こ
の
国
と
同
盟
を
結

ぶ
とい
う
目
標の
下に
な
さ
れ
た 。
そ
し
てア
メ
リ

カ
のベ
ト

ナ
ム
佼
攻に
際
し
て
の
中
国の
態
度ゃ 、

文
化
大
英wの
中
国に
失
望
し
て
中
国
との
川
盟
を

絡め 、
ア
メ
リ
カ
と
対
抗
す
る
た
めに
ソ
連との
肉
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盟
を支
え
と
よ
うに
お宅
た ‘
制慣は
多
くF ，
フ
ラ〉

ス
人
同
級 、
中
国
文
化の
体
大
さに
魅
了
さ
れ
た
も

の
の 、
新
し

い
中
国
と
い
う
現
実
を
無
視
す
る
と
い

う 、
悠か
な
政
策
を
とっ
て
し
まっ
た 。

華
国
鋒
と
ベ
リ
ア

中
嶋
あ
れ
は一
九
七
O
年
秋
だっ
た
か 、

符浴

で
私
た
ち
が
討
論し
て
い
る
その
席
上に 、
シ
ャ

ル

ル・
ド・
ゴ
lル

の
死の
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た

ね 。
わ
れ
わ
れ
の
ほ
か
に
中
国
人の
友
人が一
緒で

し
た 。
ド・

ゴ
lル

の
死と
い
うユ
ュ
lス

か
ら 、

わ
れ
わ
れ
の
会
議は
毛
沢
東と
ド・

ゴ
ール

の
ど
ち

ら
が
政
治
家と
し
て
よ
り
偉
大
で
あ
る
か 、
と
い
う

諸
に
なっ
た 。
その
中
国
人の
友
人は
毛
沢
東
主
義

は
い
や
だ
げ
れ
ど
も 、
毛
自
身は
偉
大
な
政
治
家
だ

と
い
い
は
じ

め
た 。
あ
な
た
は
毛
も
ド・

ゴ
lル
も

－L－
，n1
島ぜ
汁A両
神凪
・ド
ト・M

dA
品
川

町
泊
川知
河
いな

7－

可

音

封

切

d
が

え

が

HM

M

d

k
古
田

功

レ

Su

い

必
・
叩

綴

uw

a
げ

九時

追
ロ

MM

ト

Z

W
州一
M

P軌

凋
一川

ご
2
れ
J
も
サ
一刊

た
で
き
も
れ
τ
語

れ
f
で
て
こ
ず
I

』’
y
b
bu
九
ゆ
に

州
側
抑
附
州
加
悦

i ，、
ト
’
J
1
t

叫川

村
山
山町
訓
和
側

知滋人にとっての「中国とベトナム」

刻
字
L
て
し
た
広
に
フ
ラ
ン
ス
人
と
し
て
毛沢
東

よ
り
も
ド・

ゴ
ール

の
方に
軍
配
を
挙
げ
た〈
笑〉 。

私に
とっ
て
興
味
深い
論
争で
し
た 。

カ
ダ
lル

私は一
九
四
九
年か
ら
五
五
年
ま
で

の
毛
と 、
五
五
年か
ら
六
六
年
ま
で
の
毛
を
区
別
し

て
考
え
ま
す 。

前期の
毛が
成
功
し
た
ぷ－
盤
を 、
後

期の
毛は
自
分
で
打
ち
こ
わ
し
て
い
る 。
ド・

ゴ
ー

ル
に
つ
い
て
い
え
ば 、
一
九四
O
年
六
月
卜

八日
以

後の
ド・
ゴ
ール

は
フ
ラ
ン
ス
解
放の
偉
大
な
人
物

で
し
た 。
一
九
五
八
年に
戻っ
て
き
た
と
きの
彼は

旗
織
不
鮮
明
だっ
た 。
当
時の
左
翼
人の
多
くは 、

彼が
新
し

いフ
ラ
ン
ス・
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
触
媒に
な

る
の
で
は
ない
か
と
考え
た 。
で
も 、
そ
れ
は
間
違

っ
て
い
ま
し
た 。
彼の
き
わ
だっ
た
と
こ
ろ
は 、
一

九
五
八
年と
六
七
年の
二
度 、
独
裁織
を
持つ
こ
と

が
で
き
た
の
に 、
そ
れ
を
し
な
かっ
た
点
で
す 。

程
わ
た
し
は
自
分が
ナ
ショ
ナ
リス
ト

で
も
な

け
れ
ば
イ
ン
タ
ナ
ショ
ナ
リス
ト

で
も
ない
と
思っ

て
い
ま
す 。
国
民
とい
う
言
禁は
好
き
で
は
ない ．

国
民は
国
家と
不
可
分
で 、
国
家と
い
う
装
置は
い

つ
も
私
を
困
惑
さ
せ
る
か
ら
で
す 。
で 、
私は
自
分

自
身
を
あ
る
雌
史
的
期
間の
な
か
の 、
民
衆の一
人

と
見
な
し
たい 。

多
くの

人々
は 、
毛
を
中
悶
解
般の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
偉
大
だ
と
言
う a
あ
る
程
度
ま
で
賛
成し
ま
す 。

し
か
し 、

一
人の
人
聞が
全
人
民の
解
放の
シン
ボ

ル
に
な
り

得る
で
しょ
うか 。
｝
九
四
O
年の
ド・

ゴ
lル

は
解
放の
シ
ン
ボ
ル
だっ
た 、
とい
ま
言
わ

れ
た
け
れ
ど
も 、
中
国
で
もフ
ラン
ス
で
も 、
歴
史

的に
は
解
放は
多
くの

人々
に
よっ
て
な
さ
れ 、
そ

の
過
程
で
多
くが

炎接
的に
死ん
で
い
る 。
従っ
て

私に
とっ
て
は 、
シ
ン
ボ
ル
は一
人の
人
間で
は
な

、．．．
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D
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／
E
t
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一E
－

－
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Em
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内
リ

デ
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E

1
Z一
誠
一判

。

パ
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〈
グル
ー

プ
なの
で
す ．

中
国
で
は 、

共産
党が
人
民
を
解
放
し 、

新
し

い

中
国
を
建
設
す
る
ボ
ディ
と
なっ
た 。
そ
し
て
毛と

彼の
同
僚た
ちは 、
ま
さ
し
く
彼
らが
迷成し
よ
う

と
し
た
こ
と
を
紋
域
し
た ・
その
指
備に
は
賛成で

す
が 、
も
し 、

毛が
この
破
療に
成
功
し
たの
な
ら

ば 、
彼
を
助
け
た
人々
が
い
た
か
ら
そ
れ
が
山来
た

の
で
す ．
同
じ
よ
う
な
状
況
下
で
は
な
い
け
れ
ど

も 、
ド・
ゴ
lル

は
チャ
ン
ス
をつ
ぶ
し
た
と
思い

ま
す 。
彼は
あ
る
特
定の
時
期に 、
あ
る
種の
階
級

の
利
益に
自
分
を
同一
化
さ
せ
た 。
つ
ま
り
彼は
成

長
中の
保
守
的
プ
ル
ジョ
ワ
政
治
グ
ル
ープ
と
提
携

し
て 、
広
範
な
支
持のエ
ネ
ル
ギ
ー

をフ
ラン
ス
の

再
建に
結
集
す
る
こ
と
が
で
き
な
かっ
た 。
だ
か
ら

役は
失
敗
し
たの
で
す ・

中
崎
と
こ
ろ
で
寸

四
人
組L
の
没
落
後 、
私は

撃
国
鋒
とベ
リ
ア
との
比
較
を
考
え
たの
で
す
よ 。

カ
ダ
1ル

私
た
ち
も
同
じ
で
す 。
そ
れに
つ
い

て
論
文
を
Aい
て
み
たの
で
す
け
れ
ど
も 。

中
嶋
日
本
で
は 、
こ
の
商
い引
を
比べ
る
学おは

あ
ま
り
い
ない
よ
うで
す ・

程
興
味
深い
テ
17

た
と
思い
ま
すが
ね ・

よ中
岨喝
さ
て 、
中
間の
政
治
的
未来に
つ
い
て
ど

カ
ダ
lル

錐
しい
な ・
今は
ま
だベ
ト

ナム
と

戦
争中
で
す
か
ら
ね ・

程
私に
つ
い
て
い
え
ば 、
あ
ま
り
客
観
的に
な

れ
ない
の
で
す 。
私は
中
国
人
で
す
か
ら 、
中
国の

変
化の
全
過
程に
深
く
か
か
わっ
て
い
る 、
とい
う

感じ
なの
で
す 。
多
く
の
中
国
人
と
同
じ
よ
うに
急

進的
な
民
主
化プロ
セ
ス
を
然
望
し
た
もの
で
すか

ら 、
あ
ま
りに

楽
観
的
で
あ
る
と 、
フ
ラ
ン
ス
で
も

し
ば
し

ば
批
判
さ
れ
ま
し
た 。

過
去
数カ
月の
問 、
私は
中
国
人の
精
神の
な
か

に 、
新
しい

国
家
目
標に
参
加
し
よ
う
と
い
う
気
速

が
生れ
た
よ
うに
感じ
て
い
た ・
こ
の
気巡は
出滑に

指
導
層の
レベ
ル
だ
け
で
は
な
く 、
グ
ラス・
ル
ーツ

．
レベ
ル
に
ま
で
浸
透
し
た
広
〈
深い
流
れ
だ
と
回ゅ

う ・
も
ち
ろ
ん
内
政の
混
乱
も
あ
る 。

官僚政
治の

腐
敗
も
あ
る 。
ソ
辿に
も
凡
ら
れ
な
かっ
た
よ
う
な

弾
圧
も
あ
る
で
しょ
う 。
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
気

運
を
作
り
あ
げ
て
い
く
た
めに 、
今
必
要
なの
は
知

的
な
理
解
力
なの
で
す 。
そ
れ
が
来
し
て
符
ら
れ
る

か
ど
うか 、
そ
こ
が
希望
を
抱
きつ
つ 、
心
配
な
と

こ
ろ
な
ん
で
す 。
邸
小
平の
よ
う
な
用
心
深
く 、

独

自の

判断力
を
持つ
リ
ー

ダ
ー

が 、
ベ
ト

ナ
ム
佼
攻

に
資
任
を
持つ
よ
うに
な
る
と
は
夢に
も
思
わ
な
か

コ
：。．4t
I、
Z
E、
f
Z
ご、
つhp、
b
k
く
と

も
何か
誤
算し
たに
違い
ない 。
中
国の

現代化 、

民
主
化へ
の
プロ
グ
ラム
を 、
野は
誠
実に
信
じ
て

い
るに
違い
ない
か
ら
で
す 。
この
戦争
を
早
く
終

ら
せ
な
け
れ
ば 、
この
プロ
グ
ラム
は
寄
わ
れ
ま
す 。

弘は
そ
れ
が
心
配
で
す 。

カ
ダ
l

ル
私は
ス
タ
ー
リ
ン
の
死
後に 、
マ
ル

ク
シ
ズ
ム
が
ソビ
エ
ト

共産党の
中で
脂肪
利
を
お
さ

め
た
こ
とに
大
き
な
希
望
を
抱い
た
グ
ル
ー

プ
の一

人
で
す 。
しか
し 、
その
後
起っ
たこ
とに
は
失
望

し
ま
し
た ・
その
当
然の
帰
結
と
し
てハ
ン
ガ
リ
ー

革
命 、
キ2
1 ・ハ

革
命 、
中
国
革
命に
希
望
をつ
な

い
だ 。
しか
し
中
国
革命に
希
望
をつ
ない
だ
こ
と

に
関し
て
は 、
五
月
第A叩の
と
きに
人々
が
犯
し
た

の
と
同
じ

間
違い
を
犯
し
た
と
思い
ま
す 。

ベ
ト

ナム
干
渉
ま
での
中
国は 、

官僚
主
義を
打

破
し
て 、
社
会
民
主
主
義を
打
ち
た
て
る
た
めの
四

回
目か
五
回
目
の
爆
発の
プロ
セ
ス
だ 、
と
思っ
て

い
ま
し
た 。
コ

凶・
五
運
動」は
その
相慣れ
だっ
た 。

野
小
平は
その
こ
と
を
確信
し
て
い
たに
違い
ない

と
思い
ま
す 。
一
九六
六
年か
ら
七
六
年に
至る
十

年
間に
中
闘が
処
し
て
何
を
発
見
し

得
たの
か 、
そ

れ
を
充
分に
考
え
て
み
る
こ
と
が
大
事で
しょ
う 。

権力の
行
使
と
官僚
主
義が
今
後の
挑
戦の
対
象に

な
る 、
と
思
わ
れ
ま
す ＠
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キ－

徳
い

て

い

た

人

々

の

幻

却

も
、

お

の

ず

か

ら

急

巡

に

消

え

つ

つ

あ

る

の

で

は

な

い

か
。

飛

ル

回

氏

も

忍

い

時

に

委

円以
H

討

に

な
っ

た

も
の

だ
。

（
変
媛
県
無
i::c 
高

縫

数
一
）

社
会
党
の
今
後
の
た
め
に

4

月

号

の

内

山府

間

夫

氏
に

よ

る

飛

鳥

図

社

会

党

委

HH

投
へ

の

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

を
、

ロ

年

来

の

同

党

支

持

者

で

あ

る

弘

は

興

味

深

く

説

ん

だ
。

人

間
・

飛

－M

図

の

魅

カ

が

充

分

に

感

し

ら

れ

た

が
、

一

方

党

首

と

し

て

の

迫

力
に

欠

け

る

の

も

確

か

な

よ

う

だ
。

先

日

急

逝

さ

れ

た

成

図

的

委

員

長

も

タ

イ

プ

は

逮

う

と

は

い

え
、

や

は

り

そ

う

だ
つ

た
。

し

か

し

私

は

成

図

さ

ん

に

体

現

さ

れ

る

よ

う

な

社

会

党

の
、

滋

突

で

知

性

的

な

ん

だ

け

れ

ど

も

ど

う

に

も

不

採

用

だ

と

い

う

惟

絡

が

大

好

き

で

あ

る
。

こ

れ

か

ら

は
、

保

革

伯

仲

時

代

で

も

あ

り
、

よ

り

現

実

的

に

政

権

担

当

能

力

が

附

わ

れ

て

く

る

だ

ろ

う

し
、

具

体

的

な

政

策

立

袋
、

政

縦

獲

得

に

玄

る

プ

ロ

セ

ス

の

明

隊

化

な

ど

派

組

は

沢

山

あ

る

が
、

こ

の

性

械

は

や
っ

ぱ

り

失
っ

て

ほ

し

く

な

い

よ

う

な

気

が

す

る
。

と

こ

ろ

で

社

会

党

の

抱

え
て

い

る

問

題

の
一

つ

に

協

会

派

の

存

在

が

あ

る
。

田

原

総
一

朗

氏
の

お

だ

が
、

反

原

発

を

打

ち

出

し

た

社

会

党

の

あ

る

エ

ラ

イ

さ

ん

が

「

で

も

ソ

巡

の

原

発

は

安

全

で

し
ょ

う

？
」

と

す
っ

た

そ

う

だ
。

以

前
、

ア

メ

リ

カ

の

核

兵

怒

と

社

会

主

義

国

の

そ

れ

と

は

迷

う

と

い

う

議

鎗

が

あ
っ

た

が
、

米

だ

に

こ

う

い

う

硬

直

し

た

勾

え

の

人

が

い

る

の

は

困

る
．

し

か

し

足

腰

の

弱

い

社

会

党

に

あ

っ

て
、

地

道

に

日

常

活

動

を

絞

け

て

き

た

こ

と

も

評

価

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

と

す

る

と
、

協

会

の

問

題

を

ど

う

解

決

す

る

か

が

そ

の

ま

ま

社

会

党

の

体

質

改

替

に

つ

な

が

る

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か
。

（
京

都

市

学

生

宮

川

務

総
〉

後｜編
記集

安

紘
一

地
方

選

や
の

巡動
い

ま

酎
．

注

目
の

東

京

郷

知

事

選
で

は

有
力
三
銭
舗
が
三
様の
偶
性

を

売

出
し

中
で

す
。

独

自
の

政

策
を

もっ
て

争
うに
は
至
っ

て

い

な
い

の
が
残
念で
す
が．

女
この
後
会に
巨
大
郷
市・
東

京
に

焦

点
を

あ
わ

せ

て

判然
を

試み
まし
た。

品VM剛は
同仏
大化

の
来てに
ぬ
抽出
席榊
鮮に
陥っ
た

東
京を
改
造す
る
た
めの
具体

的
な

方
策
を 、

き
わ
め
て
鮮
細

に
健
脚来
し
た

も
の

で

す。
この

椛
慾に
つ
い
て
各
方
面
か
ら
大

い
に

阻

論
が

起
る
こ

と

を

朗rA
み

た
い
もの
で
す ．

女
良

時占

間
短

と

郷

市

附
泌

を
一

つ
の

視
野
に

納め
て
ユ
ニ
ー
ク

な
炉
談、
情
報

部
市
と
し
て
も

役
界
化し
た
ト
ウ
キ
m
ウ
の一

函

を

指

協同
す
る

激

務

外
一

氏
に

加

え
て

、

斎

泌

総
一

郎

氏
の

中

田Rいし
的問
論、
今川の
紙閉
山刷
火

氏『宮
崎7リエ
フ
タ」も、
大

郷
市の
附
開却に
別の
品川
波か
ら

光
を

あ

て

て
い

ま

す ．

－R江
HM
抑げ
氏の
文
策は、
欺
師明

筑

後
の

新

闘
の

小
さ

な

記

事
を

常
者と
と
もに
紛読
する
中か

ら
、

隠
さ

れ
て
い
た
大
き
な
線

開
が

浮
ぴ

上
っ

て

く
る

過

朝刊
が

絞
む

者
の

興計m

を

誘
い

ま

す ．

安
新

聞・

雑
誌
に

氾

透
す
る
「

イ

ラ
y

」
「

中

越
」

情

報
と
は
一

味

違
っ
た

市

川

真

紀

夫

氏
の

報

告 、

中

柏崎

徹
雄

氏
を
中

心
と

す

る

盗

談

会
は
い

か
が
で

し

た

か

？

－R
終
始 、

大
附

信

氏
に

心

労

を

お
か
けし
た
「氷
水
虫
魚」
が

問
季
十二
カ
月をカバ
ー
し
て

終

り
ま

し

た
．

M刷

集
ず

る

者
に

とっ
て
も
楽しい
買で
し
た．

合
大
岡
氏
に

御
礼
を

申
し

ま
す．

女
諮

問拍
で

小

川崎
を
お

求
め
に

な

り
に

く
い

方
に

、

年

間
予

約

勝

絞
を
お
す
す
め
し
ま
す ．

小
社

品目

時点
部
サ

ー
ビ

ス

岡M
山知

に
、

由開

血田
容

号
、

住

所
、

氏
名

を

明

日比
の

上
、

お

問
い

合
わ
せ

下
さ
い

．

＊

説

者
の

投

稿

を
お

待
ち

し
ま

す 。
小中両
州山
被
必
文
へ
の
窓
口品 、

編
恨
おへ
の

注
文
等、

な
ん
で

も
結
はで
す．
開一h
V
ぷ
以
M情

m
紙
二仏市十
ね
度、
持月
十五

日

ま
で
に
お
送
り

下
さ
い．
相向

積
分に
は

記
念
品
を

廷
し
ょ
げ

ま
す ．
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